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2024年12月期（第7期）通期決算ハイライト

【2024年度の実績と成果】

• 2024年度通期売上高は3,564百万円（前年度対比+12.2%）、営業利益は35

百万円（前年度対比+694百万円）にて着地。 2023年度の自社AIサービス構築
の完成を機に、2024年度は黒字転換と増収増益の同時実現に成功。

• 第4四半期は、単独四半期としては創業以来の最高売上（995百万円）と最高
営業利益（117百万円、営業利益率11.8%）を同時に実現。

• 1年を通して、サービス売上の拡大を推進する一方、自社AIサービスの拡販に必要
な、営業・開発・運用の全てにおけるサービス提供コストの最適化にも成功。結果と
して、自社AIサービス販売の収益化を実現。また、今後の更なるスケール化に向け
て、売上拡大が収益拡大に連動するスケール可能な事業モデルを構築した。

【2025年度の事業計画と戦略】

• 2025年度は、通期売上高3,700百万円（前年度対比+3.8%）、営業利益160

百万円（前年度対比+124百万円）、当期純利益40百万円（前年度対比
+131百万円）を計画。サービスのスケール力強化と、通期での純利益創出を計画。
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ニューラルグループについて

「AIで心躍る未来を」【会社名】 ニューラルグループ株式会社

【創業】 2018年1月22日

【上場】 2020年8月20日（東証グロース : 4056）

【事業内容】 独自開発のAIアルゴリズムによる画像・動画解析と
 端末処理技術を軸に事業を展開

【本社所在地】 東京都千代田区有楽町1-1-2

 東京ミッドタウン日比谷32階

【子会社】 ニューラルマーケティング株式会社
 ニューラルエンジニアリング株式会社
 ニューラルグループタイランド.,Ltd

【拠点地域】 東京、大阪、札幌、仙台、名古屋、高松、広島、
 福岡、バンコク（タイ）

【社員数】 251名（連結、2024年12月末時点）

【加盟団体】 日本ディープラーニング協会（JDLA）
 日本経済団体連合会（経団連）
 衛星地球観測コンソーシアム
 MaaS社会実装推進フォーラム
 公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
 一般社団法人全日本駐車協会
 大阪商工会議所
 大阪スマートシティパートナーズフォーラム 他

代表取締役社長 重松路威

• マッキンゼー・アンド・カンパニーパートナー（共同経営
者）東京支店、独フランクフルト支店および米シカゴ支
店での勤務を経て2018年当社創業

• 東京大学大学院工学系研究科「工学部アドバイザリー
ボード」メンバー（現）、経済同友会会員

• 東京大学大学院工学系研究科修了（修士）

顧問 松尾豊

• 東京大学大学院工学系研究科人工物工学研究セン
ター教授

• 日本ディープラーニング協会理事長、新しい資本主義実
現会議有識者構成員、AI戦略会議座長

• ソフトバンクグループ社外取締役
• 2018年より当社顧問

Neural Groupという社名には、AI技術をはじめとする最先端テクノロジーの開発
を通じ、幅広い領域で、枠にとらわれない心躍るサービスの提供を目指したいという
想いが込められています。リアル空間、バーチャル空間のいずれにおいても、エッジAI

技術を活用し、スマートシティや街づくり、働き方改革やエンタメなど、様々な領域で、
心躍る未来の社会を実現していきたいと思います。

当社概要 ミッション・果たす使命

経営陣
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*1 Statista Japan, 2021年人工知能（AI）の世界市場規模および2030年までの予測値 (2024年5月発行)

なお、市場規模金額にについて為替レート152円/ドルにて試算。

2024年

2030年

グローバルAI市場
*1

45兆円

281兆円

+235兆円

当社事業は、世界的なAI市場拡大の追い風を受ける
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エッジAI セキュリティ ネットワーク

満空解析 車番検知交通解析

車両検知AI

表情・感情解析 音声・感情解析性別/年齢

人物検知AI エッジAI

生成AI・アニメーション
キャラクター マンガ 写真

これまで、多様なAI技術を独自に開発
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•最低限の投資
•プライバシー重視

•大規模投資
•プライバシー負荷大

クラウドAI エッジAI

最先端のエッジAI技術を有する
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写真生成 マンガ生成・制作

広告向けイラスト生成

AI生成ホームページ

マ
ン
ガ

マ
ン
ガ

AIコンテンツ生成やアニメーション技術を自社サービスに搭載
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多彩なAIサービスを開発し、自社営業チームや販売パートナー企業と共同で顧客に提供

マンションサイネージ広告
業界1位

約70m2

9.6m

7.2m

エッジAIカメラ

働き方・SaaS型AI

メディア運営・生成AI

メディア運営・AIカメラ
絆を深める1on1支援サービス
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管理者向け満空把握管理
1

AIカメラを用いたスマートシティ化のサービスを提供

Webページ連携・発信可能
2

サイネージ連携でドライバー誘導
3

屋外平面駐車場に対し、

カメラ1台で100台超満空把握

(※25mの設置高さ想定)

データ分析を通じ、
施設内の運用効
率化・企画検討・
施策評価に活用

駐車場出入口の
ラインカウントによる
混雑解析も可能

iPadやスマホ・PCでいつでもどこでも確認可能 リアルタイムに即時発報・連携可能
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検知ライン通過時にAIでナンバープレートを読み取り

AI認識で以下情報を取得

➢ 車籍地
➢ 分類番号
➢ ひらがな
➢ 四桁番号

➢ デバイス・カメラID

➢ 車両通過時刻
➢ 車両通過方向

~20km/h程度を想定 車両の通過・滞在時間も把握

外部データ連携可能なWeb UI
1

車種/時間別に滞在時間を分析
2

登録/非登録車両の自動通知
3

外部システムと
データ連携可能

車番を事前登録し、
リアルタイム来場通知

24時間/365日
での地域割合分
析、施設滞在時
間分析等が可能

AIカメラを用いたスマートシティ化のサービスを提供
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商業施設における顧客体験の向上策として高い評価
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AIコンテンツ生成やアニメーション技術を活用し、屋外ビジョンサービスを全国で提供

事例：JR仙台駅に隣接する都市型商業施設「BiVi仙台駅東口」の大型LEDビジョン「BiViビジョン仙台」

約69.1m2

9.6m

7.2m

当社がメディアレップを担当
（提携代理店の例）

広告スポンサーの例

LEDビジョン
国内販売数1位
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屋外大型広告ビジョンを用いた地域貢献として高い評価 （宮城県警より感謝状）

当社が設置・運営する仙台駅東口に設置された大型広告ビジョンにて、交通広告を放映

宮城県警にて感謝状授与の様子（2024年2月、右：ニューラルマーケティング社 澁谷仙台支店長）
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マンションサイネージ広告
業界1位

20万人超の富裕層にリーチするマンションサイネージメディア『フォーカスチャネル』を運営

*1 株式会社アイズが運営する広告・マーケティング資料のポータルサイトである「メディアレーダー」にて、2023年度に人気を集めた広告媒体資料を表彰するアワードにて、総合ランキング3位、ニッチメディア部門1位を受賞。
*2 株式会社ビズパが運営する広告プラットフォーム「ビズパ」にて年間を通して優れた広告媒体、マーケティング支援サービスを表彰するアワードにて、富裕層部門の優れた媒体として表彰受賞。

➢ 視聴数（インプレッション）
コロナ禍でも安定したリーチ数

➢ 視聴頻度
生活動線にあり、居住者全員に繰り返し
訴求、付属AIカメラで視聴分析を実施
(1枠あたり想定視認回数: 150万回/月)

➢ ターゲッティング
富裕層が多く居住するハイグレード
マンションに集中的に訴求

AI MEDIA PROVIDER

*1 *2
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大企業からローカル企業まで様々な商材の広告を放映 AI MEDIA PROVIDER
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届けたい情報を生活者の皆様にピンポイントでお届けするメディアとして高い評価

株式会社ふるさと本舗

株式会社阪急阪神百貨店

アクトリー勝どき
ウェルスメディカルクリニック

「東京展開に成功！地域を限定した広告配信でターゲット
にダイレクト訴求」

「富裕層ターゲティング効果を実感！他の広告経由に比べ
寄付単価が大幅に増加」

「地域密着型クリニックとして地元の方にダイレクトに情報を
届ける広告媒体として活用」

AI MEDIA PROVIDER
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導入企業例

トークテーマに沿ったAIアドバイス マネージャーの面談スキルを向上 継続的な1on1の改善を促進

メンバーの共感度合を可視化

事前にトークテーマを記入

メンバー

AI
トークテーマに沿った
AIアドバイスを提示

AIアドバイスを参考にしつつ、
工夫を凝らした1on1を実施

マネージャー

エッジAIで分析

態度
（笑顔・うなずき）

会話比率発言内容

会話比率 タイムライン
•過去の1on1メモを
いつでも参照可能

• AI評価の履歴も
振り返ることで、
1on1の質も向上

•組織力を強化

1on1履歴や
改善点を可視化

エッジAI・映像AI・音声AI・生成AIを駆使した、様々なAIアドバイスや記録機能が1on1を支援

KizunaNaviは、最先端のAI解析技術を用いて
1on1の質を向上させるサービスです。

効果的な1on1の実施により、
企業力・組織力の飛躍的な強化を支援します。

絆を深める1on1支援サービス

M1＋

社員の働きやすさや成長を加速する1on1支援サービスをソニーと共同で提供
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新しい働き方が社会に広がる中、1on1を通じたエンゲージメント向上はより重要に

コミュニケーションの改善と
プライベートとの両立に課題

株式会社ビズヒッツ 【職場の不満ランキング】男女500人アンケート調査(2024年5月)
パーソル総合研究所「働く10,000人の就業・成長定点調査」(2022年8月)

1. 成長に対する意識が高い

2. 社にとらわれない意識が強い

3. 自由な働き方を志向

社員の職場への不満 社員の就業意識の変化

社員一人ひとりに合わせた
コミュニケーションが必要

中堅社員

1. キャリア採用が次第に増加

2. リスキリングがより重要に

若手社員
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コクヨ株式会社
経営企画本部
イノベーションセンター
OPEN LAB. グループリーダー
嶋倉幸平様

組織力の更なる強化に不可欠なサービスとして高い評価
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生成AI技術を活用した新規Web事業は成長を継続

Generative Web powered by ChatGPT

機能1 ブログ自動生成 機能2 多言語変換

機能4 SEO自動化機能3 口コミ自動返信
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【導入先の例】

商業施設

物流施設

小売店

マンション

オフィスビル

駐車場

道の駅

高速道路

空港

市役所

警察

サッカースタジアム

公園

国際スポーツ施設

当社のAI・メディアサービスは、民間・行政・公共12,000か所以上で活用されている

郵便局

民間

公共
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AIやスマートシティに関連する多くの官民団体に加盟

企業との連携

一般社団法人

全国道の駅連絡会

スマートシティ関連

AWS Public Sector 

Startup Ramp

業界団体

一般財団法人
沖縄ITイノベーション戦略
センター
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自治体や民間企業との連携を通じ、AI技術の普及と発展に貢献

AI技術

▪ G7群馬高崎デジタル・技術大臣会合 閣僚向け企業展示
▪ 経産省・経団連共催 スタートアップの海外展開に向けた官民連携カンファレンス 登壇
▪ アドバンテック株式会社主催 「アドバンテックAI Solution Day」登壇
▪ アイスマイリー主催「AI博覧会 Spring 2024」登壇
▪ 韓国政府主催 サイバーセキュリティ大会2023 出展
▪ 東京データプラットフォーム協議会 専門アドバイザーへの選任
▪ AWSジャパン 「IoT 技術者向けAWSセミナー」他 “IoT Coreを使ったサービスの作り方”

▪ 日本ディープラーニング協会(JDLA)より「貢献賞」 受賞

街づくり

▪ 全日本駐車協会機関誌「PARKING NOW」寄稿
▪ 駐車場改革推進協議会登壇
▪ LOGISTICS TODAY主催セミナー 登壇
▪ きらぼし銀行・東京流通センター共催 きらぼしピッチ特別編～物流テック～登壇
▪ 第39回SCビジネスミーティング 「商業施設におけるAI活用について」 登壇
▪ 室蘭市DX推進フォーラム デジタルがもたらす便利で快適な生活「つながるスマートシティ」パネリスト
▪ 新「道の駅むらやま」整備基本計画検討市民会議 アドバイザー

▪ 東京大学未来ビジョン研究センター主催 柏の葉アーバンデザインセンターでの市民とのまちづくり
ワークショップへの活用セミナー 登壇

▪ 大正大学 「AI画像解析は社会でどう活用されているか」 ゲスト講師
▪ タイ バンコク 高専「KOSEN-KMITL」連携協定に基づく定期的な講義

学術分野との連携

その他

▪ 2023年度グッドデザイン賞受賞 駐車場満空把握AI画像解析ソリューション「デジパーク」
▪ デロイトトーマツ主催 テクノロジー企業成長率ランキング 2023年日本テクノロジー Fast 50 受賞

海外事業

▪ 日タイ政府及びPTTグループ共催 「Zest Thailand 2023」 登壇
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事業シナジー創出を目的とし、大手事業会社との資本提携をこれまで実施

ソニー株式会社 共同通信社 クロスプラス株式会社

• 当社創業来、ファッショ
ントレンドAI分析をはじ
めとするアパレル業界に
おける協業

• 双方の既存サービスの
拡大に加え、AI技術を
活用した新サービスの
開発を目指す

• 子会社の共同通信デ
ジタル社はデジタルサイ
ネージ向けコンテンツ提
供国内最大手

• サイネージを活用した
サービスや広告メディア
での協業を推進

• 人材・サービス・技術の
交流（主にソニー社の
人員受け入れ）

• AI技術を軸とした、サイ
ネージ関連事業及び
人体の態度検知に関
連する協業と新規事
業の事業化を目指す

提携内容

提携発表 2023年4月 2023年12月 2023年12月
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*1 2020年8月20日時点の発行済株式総数13,784,000株に占める、公募株式数415,000株と売出株式数215,800株（オーバーアロットメントを含む）合計に加え、上場前からの株主や経営陣等の売却株式数から算出。
*2 会社独自調査の結果認識している上場前からの株主（VC投資家、エンジェル投資家）の保有株式。
*3 当社経営陣の保有株式数

24.4%

71.0%

4.6%

一般株主・
浮動株式*1

VC・
エンジェル
投資家*2

経営陣*3

発行済株式総数
13,784,000株

株主の多様化が進む

2020年12月末日
（上場後）

2020年8月20日
（上場時点）

2024年12月末日
（現在）

18.8%

12.6%

68.6%

一般株主・
浮動株主

上場前
投資家経営陣

29.6%

8.2%

56.5%

一般株主・
浮動株式

上場前
投資家

4.5%

ソニー株式会社
経営陣

発行済株式総数
14,013,200株

発行済株式総数
15,340,031株

0.6%
0.6%

共同通信社クロスプラス

注：2024年12月31日現在の株主名簿をもとに作成
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AI基盤技術による

運用効率の向上

黒字体質の構築

サービス売上拡大

【2024年度の成果】 黒字体質を構築

• 2024年12月期は、サービス売上の拡大を推進する一方、自社AIサービスの拡販
に必要な、営業・開発・運用の全てにおけるサービス提供コストの最適化にも成功。

• 結果として、自社AIサービス販売の収益化を実現。また、今後の更なるスケール化
に向けて、売上拡大が収益拡大に連動するスケール可能な事業モデルを構築した。
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311

762
1,010

2,878
3,178

3,564

FY2019

(第2期)

FY2020

(第3期)

FY2021

(第4期)

FY2022

(第5期)

FY2023

(第6期)

FY2024

(第7期)

+63%

6年間の売上高成長の成果

(百万円)

自社AIサービスの販売へ転換AIライセンスの販売 収益化
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四半期売上高の推移

33
62

91
126

163 164 184
251

288

202

294
226

514

640

734

991

603

772
819

984

781

880
908

995

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

(百万円)

2020年度
（第3期）

2019年度
（第2期）

2022年度
（第5期）

2021年度
（第4期）

2024年度
（第7期）

2023年度
（第6期）

四半期売上高として
創業以来過去最高
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2019年度
（第2期）

2020年度
（第3期）

2021年度
（第4期）

2022年度
（第5期）

2023年度
（第6期）

2024年度
（第7期）

四半期営業利益の推移

AIライセンスの販売 自社AIサービスの販売へ転換 AIサービスの収益化

-71
-52

-22

12
25 27

44
74 86

5

59

-130 -119

-164

-27
-2

-215 -221

-188

-34

-100

-5

23

117

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

（百万円）

四半期営業利益として
創業以来過去最高
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2024年12月期 連結通期実績 – 対昨年実績

2023年
12月期
実績(百万円)

営業利益率

増減率増減額

2024年
12月期
実績

-

売上高 +12.2%+3863,178 3,564

EBITDA -+677-490 187

営業利益 -+694-658 35

EBITDA% - 5.2%

1.0%

当期純利益率 - -

当期純利益 -+558-650 -91

-+698経常利益 -686 11
経常利益率 - 0.3%
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2024年12月期における収益に関する目標を実現

第3四半期から
四半期営業
利益の黒字化

通期での
営業黒字

下期中の
四半期
純利益化

第4四半期での
四半期営業

利益率10%水準

A B C D

FY2024 収益に関する主要業績目標

「2023年12月期 通期決算説明資料」より

Q3,Q4共に
営業黒字

営業利益
35百万円

Q4営利率
11.8%

Q4純利益
62百万円

年初発表予算の主要業績目標を達成
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2024年12月期 連結通期実績 – 対業績予想

2024年
12月期
業績予想(百万円)

営業利益率

増減率増減額

2024年
12月期
実績

0.8%

売上高 -3.7%-1353,700 3,564

EBITDA +4.1%+7180 187

営業利益 +18.5%+530 35

EBITDA% 4.9% 5.2%

1.0%

当期純利益率 - -

当期純利益 -+28-120 -91

-+11経常利益 0 11
経常利益率 - 0.3%



34Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

目次

当社の事業概要

• 当社の事業概要
2024年度事業実績 

• 2024年度事業実績

• 2025年度事業計画
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2025年度事業計画 – 増収増益と最終利益（純利益）の創出を計画

(百万円)

2024 2025

3,564

3,700

35

160

2024 2025

売上高 営業利益

40

2024 2025

-91

純利益

+3.8% +350% 黒字化

通期での純利益創出サービスのスケール力強化

主要業績目標

25年度経営方針

• リカーリング収益を生みやすいSaaS AI（1on1支援サー
ビスのKizunaNavi）の商品力強化を重点的に実施

• AIカメラ事業については、公共や民間を共通したサービス
仕様の標準化に取り組む（個別カスタムを伴う受注の割
合は一部減少する見通し）



36Copyright © Neural Group Inc. All Rights Reserved.

2025年12月期 連結通期業績予想

2024年
12月期
実績(百万円)

営業利益率

増減率増減額

2025年
12月期
業績予想

1.0%

売上高 +3.8%+1353,564 3,700

EBITDA +60.1%+112187 300

営業利益 +350.0%+12435 160

EBITDA% 5.2% 8.1%

4.3%

当期純利益率 - 1.1%

当期純利益 -+131-91 40

-+128経常利益 11 140
経常利益率 0.3% 3.8%
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Neural Groupという社名には、AI技術をはじめとする最先端テクノロジーの開発を通じ、幅広い領
域で、枠にとらわれない心躍るサービスの提供を目指したいという想いが込められています。リアル空
間、バーチャル空間のいずれにおいても、エッジAI技術を活用し、スマートシティや街づくり、働き方
改革やエンタメなど、様々な領域で、心躍る未来の社会を実現していきたいと思います。

AIで心躍る未来を

37

ニューラルグループ株式会社
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免責事項

本資料の取り扱いについて
本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成した時点にお
ける情報に基づいて作成されたものにすぎません。さらに、こうした記述は、将来の結果を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は環境の変化などにより、将来の見通しと大きく異なる可
能性があることにご留意ください。上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当
社の関連する業界動向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。今後、新しい情報・将来の
出来事等があった場合において、当社は、本資料に含まれる将来に関するいかなる情報についても、更新・改
訂を行う義務を負うものではありません。また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から
引用したものであり、かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、またこれを保
証するものではありません。
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